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GOSAT 　TANSO −FTS　SWIR デー タ解析で 得 られ る CO2 気柱量の 誤差評価

　　　　　　　〜 可能な 限 り雲を除外 し、 晴天 と近似 した場合 〜

＊
吉田 幸生、江 ロ菜穂、横田達也 （国立環 境研究所）

1．はじめに

　 2008 年度打上予定 の 温室効果ガス 観測 技術衛星

GOSAT （Greenhouse　gases　Observing　SATellite）は

CO2，　CH4 の全球分布を観測することを目的とした衛星で

あり、環境省 ・宇宙航空研究開発機構 （JAXA ）
・国立環境

研究所の共同プロ ジェ ク トとして 開発が進められて い る 。

GOSAT のメインセ ンサ で ある TANSO −FTS （Thermal

And　 Near　in廿ared 　 Sensor　for　carbon 　Observation−

Fou酉er　Transfbrm　Spectrometer）は、短波長赤外域に

3バン ド （O．76，1．6，2．O μm 帯）、熱赤夘 或に 1バン ド

（5，56 − 14．3pm ）の 計 4 バ ン ドを持ち （分光分解能

0．27　cmf1 、 観測視野 直径約 10．5　km ）、それぞれ太陽光

の地表面散乱光 、 地球か らの 熱放射を観測する こ とで 、

CO2，　CH4 の気柱量や濃度プロ フ ァイルの推定を行う。 短

波長赤外域 3 パ ン ドによる観i則デー
タの解析を担当する国

立環境研究所で は、 光学的に厚い雲の存在 しない シーン に

対 して、CO2 の吸収帯が存在する 1．6 μm 帯の測定ス ペ

クトル （波数範囲 6180 〜 6380cm
−1
、但 し、太陽

Fraunhofer線と重な っ てい る波数点は除く）・から、　 CO2

気柱量を導出する ア ルゴ リズムを開発した 。 光学的に厚い

雲はサブセン サである TANSO −CAl （αoud 　and 　Aerosol

lmager；水平分解能 O．5／1．5　km）によ り検知 される 。

FTS 解析にお い て 、 光学的に薄い雲 （巻雲等）の 影響を

補正 しながら気柱量を求める手法も開発されて い る が、打

ち上げ直後の処理アルゴ リズム としては、こうい っ た光学

的に薄い巻雲の存在するシーン も検知 ・除外し、 可能な限

り晴天に近い シ
ーン のみを解析の対象とする 。 こ こで は、

実際の定常処理でも使用される 『水蒸気 1．87 μm 帯を利

用 した巻雲検矢琺 』 によ り晴天 で ある と判断された シーン

に対して 、CQ2 気柱量誤差を評価した 。

2．水蒸気 1．87 μm 帯を利用 した巻雲検知法

TANSO −FTS 　2．O　ym 帯には水蒸気の強吸収帯である

1B7 μm 帯の端の部分が含まれる 。 この波数域では、雲

がなければ水蒸気によ り地表に入射した太陽光が全 て吸収

されるため 、 衛星には有意な反射光が到達しない が、雲が

ある場合に は、雲に よる散乱光は雲よ りも上層に存在する

水蒸気の影響しか受けない ため、有意な輝度が観測される

こ とになる 。 巻雲の ように対流圏上層に存在する雲は、光

学的に薄いものの、それよりも上層に存在する水蒸気量が

極端に少ない ため 、 巻雲か らの反射光が衛星で観測される

こ とが期待される 。 こ の巻雲検知法で は 、 TANSO −FTS

2．0 μm 帯の SNR をもとに閾値を設定し、水蒸気強吸収

域の平均輝度が閾値を上回 っ た場合に巻雲があると判断す

る 。 FTS の SNR はバ ン ド内に入射す る光の積算輝度に

依存するため、太陽天頂 角やバ ン ド内の 平均的な地表面ア

ル ベ ドに依存す る ものの 、 感度実験の結果、TANSO −

FrS の装置性能で は、 波長 0．55 μm における光学的厚

さが 0．01 のオ
ーダー

の巻雲が検知できることが判っ た 。

なお 、 CALIOP データを用い て GOSAT の 観測条件に

おける晴天域 （光学的厚さ 0。01 以下 の巻雲含む）を評価

した と こ ろ 、 全球年平均で 約 ll ％ で あ っ た （Eguchi

and 　Yokota
，
　GRL

，
　revised ）。

　こ の手法は大気中の 水蒸気量が極端に少ない 場合や、

2．Opm 帯における地表面アルベ ドが極端に大きい場合に、

巻雲が存在しな くとも 『ある』 と誤判断して しまうこ とが

ある 。 雲の あるシ
ーンを可能な限り除くと い う目的には即

して い るが 、 実際の使用には こ のような誤判蜥 を低減する

工 夫が必要で あ る 。

3．　CO2 気　畢 誤差の評 価

　CO2 気柱量の 推定は MaXimum 　a　poSteriori（MAP ）

法を用い る 。 MAP 法は推定誤差を解析的に計算すること

が出来ると い う特徴を持 っ て い る 。 CO2 気柱量誤差は主

として装置の SNR に依存して決ま る 。
　TANSO −FTS は

太陽天頂角 30 度、地表面アルベ ド 0．3 の時に SNR ＝

300 を達成するように設計されており、この とき CO2

気柱量の先験辭 侵に含 まれる誤差を 10 ％ とす ると、

MAP 法による推定誤差は大凡 ± 0．7 ％ で ある。 また、

検出限界の光学的厚さの巻雲を無視 したことで CO2 気柱

量推定値に生 じるバイ ア ス誤差は約 0．2 ％ で ある 。 当日

は季節毎の CO2 気柱量推定誤差の全球分布を示す。

一 120一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


